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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月14日(2017.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）主鎖にセルロース骨格を有し、全水酸基の４５～６５mol％が基－Ｏ-Ｍ-Ｒ（Ｍは
ＣＨ2又はカルボニル基Ｃ＝Ｏを示し、Ｒは炭素数３～４０の直鎖又は分岐鎖のアルキル
基又はアルケニル基を示す）で置換されているセルロース誘導体　　０．０１～２０質量
％、
（Ｂ）揮発性の炭化水素油　　１～４０質量％、
（Ｃ）２５℃で固形のワックス　　５～４０質量％、
（Ｄ）２５℃で液状であって、分子内に水酸基を１個有するエステル油　　５～４０質量
％
を含有し、成分（Ｂ）及び（Ｄ）の質量割合（Ｂ）／（Ｄ）が、０．０５～４である油性
化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）において、Ｒが炭素数９～２１の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニ
ル基である請求項１記載の油性化粧料。
【請求項３】
　成分（Ｂ）が、３５～８７℃の引火点を有するものである請求項１又は２記載の油性化
粧料。
【請求項４】
　成分（Ｄ）が、リンゴ酸ジイソステアリル、ヒドロキシステアリン酸２－エチルヘキシ
ル及びリシノレイン酸オクチルドデシルから選ばれる１種又は２種以上である請求項１～
３のいずれか１項記載の油性化粧料。
【請求項５】
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　成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）が、０．０１～３である請求項１～４
のいずれか１項記載の油性化粧料。
【請求項６】
　成分（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）の合計量に対する成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（（Ｂ
）＋（Ｃ）＋（Ｄ））が、０．０３～０．８である請求項１～５のいずれか１項記載の油
性化粧料。
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